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2022.03.31版 字面を追っていけば内容を理解できる構
成にしていますので、オンデマンド配信
は必ずしも見る必要ありません。科目ご
との情報はITC-LMSでも見られますので、
このガイダンス資料は、アグリバイオイン
フォマティクスの全体像や開講科目の関
係性などを理解するのが主旨です。
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はじめに1

3

①アグリバイオインフォマティクス教育研
究プログラムのホームページ。②各種お
知らせは、③受講に関するものと…

①

② ③



はじめに2
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①アグリバイオインフォマティクス教育研
究プログラムのホームページ。②各種お
知らせは、③受講に関するものと、④
ページ下部の、⑤講義に関するものに
分けて随時更新しています。

④

⑤



はじめに3
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①「本ユニットについて」のページ。②
「概要・目的」のところにも記載されてい
ますが…

①

②



はじめに4
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①「本ユニットについて」のページ。②
「概要・目的」のところにも記載されてい
ますが、③バイオインフォマティクスの実
践的教育とバイオインフォマティクスに関
連した農学生命科学の研究指導を行っ
ています。

②

③



はじめに5
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①「本ユニットについて」のページ。②
「概要・目的」のところにも記載されてい
ますが、③バイオインフォマティクスの実
践的教育とバイオインフォマティクスに関
連した農学生命科学の研究指導を行っ
ています。④ページ下部に移動。⑤1科
目以上の合格者数は、昨年度までの過
去13年間で2,229名。⑥のべ合格科目数
は6,141。1人当たり平均で、6,141/2,229 
= 2.76科目に合格しています。

④
⑥

⑤



はじめに6
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⑦

⑦

①「本ユニットについて」のページ。②
「概要・目的」のところにも記載されてい
ますが、③バイオインフォマティクスの実
践的教育とバイオインフォマティクスに関
連した農学生命科学の研究指導を行っ
ています。④ページ下部に移動。⑤1科
目以上の合格者数は、昨年度までの過
去13年間で2,229名。⑥のべ合格科目数
は6,141。1人当たり平均で、6,141/2,229 
= 2.76科目に合格しています。⑦受講者
層としては、修士課程（特に修士1年）が
多数を占めています。
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プログラムメンバー1
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①教育プログラムメンバー。②代表は研
究科長。③ユニット専任教員は2名。

②

①

③



プログラムメンバー2
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①教育プログラムメンバー。②代表は研
究科長。③ユニット専任教員は2名。④
兼任教員、協力教員、講義担当教員、
非常勤講師、事務職員から構成されて
います。

④
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講義科目の概要1

13

①教育プログラムをクリックした状態。②
の赤枠内を…

①

②



講義科目の概要2
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①

②

①教育プログラムをクリックした状態。②
の赤枠内を拡大表示。③開講科目は大
きく3つのカテゴリー（基礎、方法論、先
端トピックス）に分けられます。

③



講義科目の概要3
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①

②

①教育プログラムをクリックした状態。②
の赤枠内を拡大表示。③開講科目は大
きく3つのカテゴリー（基礎、方法論、先
端トピックス）に分けられます。④のリン
ク先をクリックすると…

④
③



講義科目の概要4
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①教育プログラムをクリックした状態。②
の赤枠内を拡大表示。③開講科目は大
きく3つのカテゴリー（基礎、方法論、先
端トピックス）に分けられます。④のリン
ク先をクリックすると、各カテゴリーに属
する講義科目名が見られます。
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開講科目1
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2022（令和4）年度は、①赤枠の2科目を
除く、計14科目を開講します。

①



開講科目2
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2022（令和4）年度は、①赤枠の2科目を
除く、計14科目を開講します。このうち、
②基礎の4科目は農学部の農学展開科
目となっています。東京大学農学部の学
生（学部生）は、これらのみ受講可能で
す。

②



連携科目
◼ 農学生命科学研究科「生物測定学特論」

◼ 農学生命科学研究科「情報生命工学」

◼ 情報理工学系研究科「計算生物物理」

◼ 学際情報学府「総合分析情報学特論XVII」

◼ 学際情報学府「総合分析情報学特論XVIII」

◼ 学際情報学府「総合分析情報学特論13A」
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東京大学の大学院生は、これらの科目
に合格すると、アグリバイオの連携科目
として本プログラムの修了に必要な単位
に加えることができます。



8科目以上取得で修了証
◼ アグリバイオ開講科目

 「基礎」の4科目

 「方法論」の5科目

 「先端トピックス」の4科目

◼ 連携科目
 農学生命科学研究科「生物測定学特論」

 農学生命科学研究科「情報生命工学」

 情報理工学系研究科「計算生物物理」

 学際情報学府「総合分析情報学特論XVII」

 学際情報学府「総合分析情報学特論XVIII」

 学際情報学府「総合分析情報学特論13A」

21

8単位以上取得された方には、本プログ

ラムを修了したことを認定し、「修了証」
を授与します。連携科目を有効利用す
れば、修了認定を受けやすくなります。
複数年度にまたがって取得した単位を
通算できます。修了証授与式は例年2月
に行っており、対象者には事務局から連
絡します。
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受講上の注意
◼ 東京大学の学生の方向け

 今年度も全ての科目をZoomで実施します。

 講義資料・予習事項・出席確認などは、主にITC-LMSで行
います。

 「農学生命情報科学特別演習」の受講を希望される方は、
まず本プログラム事務局までご連絡ください。

◼ 東京大学の学生以外の方向け
 受講申込受付期間中（5/10～6/20）に応募してください。
期間外の応募は受け付けません。応募URLはアグリバイ
オのWebサイトに掲載します。

 選考の結果、合格した方のみ受講が可能です。合格者に
は6/30(木)までにメールで通知します。

 選考に合格した受講生は、専用Slackに登録することで、
7/5(火)から順次オンデマンド配信される講義を視聴する
ことができます。

 オンデマンド配信の詳細はSlackでお知らせします。諸事
情により、オンデマンド配信が中止されることがあります。 23

受講生募集要項には、ここに記載されて
いない情報もあります。特に、本学学生
以外の受講希望者はよく読んでおいてく
ださい。

https://www.iu.a.u-tokyo.ac.jp/guide2022.pdf
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講義科目詳細：基礎
◼ 生物配列解析基礎（4/6～）

 生命科学のためのデータベースの利用

 基本的な解析手法（ホモロジー検索、モチーフ解析、Pythonプログラミング、系統解析など）

◼ ゲノム情報解析基礎（4/5～）
 ゲノム解析全般のイントロダクション、生命科学における公共データベース全般

 メタゲノム解析の基礎と応用

◼ バイオスタティスティクス基礎論（4/8～）
 Rを用いた生物統計学の基礎、データの視覚化

 回帰分析、分散分析、主成分分析、多次元尺度構成法など

◼ 構造バイオインフォマティクス基礎（4/7～）
 タンパク質立体構造データベースの利用と応用

 X線結晶構造解析における情報処理

25

基礎4科目の概要。アグリバイオの通常
の講義時間（17:15-20:30）で実施します。
4/5(火)からスタートですが、新入生は
「農学ライフサイエンス研究倫理」の受講
を優先させて下さい。
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講義科目詳細：方法論
◼ システム生物学概論（7/1～）

 システム生物学分野の根底にある考え方や近年の研究動向を紹介予定。

 通常のアグリバイオ講義時間（17:15-20:30）と異なり、13:00-17:00。

◼ 知識情報処理論（9/9～）
 ニューラルネットワーク、深層学習、SVM、決定木、隠れマルコフモデルなど、パターン認識
と機械学習の手法を紹介予定。

 通常のアグリバイオ講義開始時間（17:15-）だが、1回1コマの17:15-18:45の計7回を予定。

◼ 機能ゲノム学（5/10～）
 ゲノム解析（バクテリアゲノム解析とその周辺、Hi-Cデータを中心とした染色体構造解析）。

 トランスクリプトーム解析（単一細胞解析）を予定。

◼ 分子モデリングと分子シミュレーション（5/12～）
 分子軌道法、分子力学法、分子動力学法

 モンテカルロ法、複合体モデリングを予定。

◼ フィールドインフォマティクス（6/8～）
 フィールドから得られる画像やゲノム・トランスクリプトーム・イオノーム情報などを使った様
々な研究手法を解説する予定

27

方法論5科目の概要。アグリバイオの通
常の講義時間（17:15-20:30）と異なる科
目もありますのでご注意ください。
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講義科目詳細：先端トピックス
◼ 農学生命情報科学特論I（6/6～）

 農学や分子生物学などの分野で利用されているプログラミング言語Pythonの最新事例
を紹介しながら、Pythonの基礎文法の講義を行う予定。

◼ 農学生命情報科学特論II（6/3～）
 植物の生育や、植物と気象の関係、植物生理学的な生命現象を数理モデル化し、シミュ
レーションする手法に関する講義をRで行う予定。

◼ 農学生命情報科学特論III（5/13～）
 環境センサーのデータを利用して、環境モニタリングに関する簡単なデータ処理プログラ
ムの作成を行う予定（Python）。13:00-17:00。

◼ 農学生命情報科学特論IV（6/7～）
 集団の内容を知る菌相解析、ゲノム機能の発現様式を知る各種の解析など、多様な微
生物現象とそれらの機能メカニズムを探るインフォマティクスを講義予定。13:15-16:40。

◼ 農学生命情報科学特別演習
 バイオインフォマティクスに関する研究指導補助

 希望する学生は必ず本プログラム事務局までご連絡ください

29

先端トピックスの概要。①の特別演習は
通常の講義ではないのでご注意ください。

①
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◼ PythonとRと科目間の関係性

◼ 事務局連絡先（受講生募集要項page 20）

◼ 「東京大学農学部の交流の場」のSlack

30



PythonとRと科目間の関係性

◼ 農学生命情報科学特論I（6/6～）
 農学や分子生物学などの分野で利用されているプログラミング言語Pythonの最新事例
を紹介しながら、Pythonの基礎文法の講義を行う予定。

◼ 農学生命情報科学特論II（6/3～）
 植物の生育や、植物と気象の関係、植物生理学的な生命現象を数理モデル化し、シミュ
レーションする手法に関する講義をRで行う予定。

◼ 農学生命情報科学特論III（5/13～）
 環境センサーのデータを利用して、環境モニタリングに関する簡単なデータ処理プログラ
ムの作成を行う予定（Python）。13:00-17:00。

◼ 農学生命情報科学特論IV（6/7～）
 集団の内容を知る菌相解析、ゲノム機能の発現様式を知る各種の解析など、多様な微
生物現象とそれらの機能メカニズムを探るインフォマティクスを講義予定。13:15-16:40。

◼ 農学生命情報科学特別演習
 バイオインフォマティクスに関する研究指導補助

 希望する学生は必ず本プログラム事務局までご連絡ください
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①

②

さきほどの先端トピックスを再掲。今から
覚えていくうえで有意義なプログラミング
言語はPythonです。今年度も①と②の2
科目でPythonプログラミングに特化した
講義を実施します。曜日と時間をずらす
ことで、ゼミや他の講義との兼ね合いで
どちらかを受けられない可能性に配慮し
ています。もちろんオンデマンド配信もあ
ります。



PythonとRと科目間の関係性

◼ 農学生命情報科学特論I（6/6～）
 農学や分子生物学などの分野で利用されているプログラミング言語Pythonの最新事例
を紹介しながら、Pythonの基礎文法の講義を行う予定。

◼ 農学生命情報科学特論II（6/3～）
 植物の生育や、植物と気象の関係、植物生理学的な生命現象を数理モデル化し、
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さきほどの先端トピックスを再掲。今から
覚えていくうえで有意義なプログラミング
言語はPythonです。今年度も①と②の2
科目でPythonプログラミングに特化した
講義を実施します。曜日と時間をずらす
ことで、ゼミや他の講義との兼ね合いで
どちらかを受けられない可能性に配慮し
ています。もちろんオンデマンド配信もあ
ります。Pythonは③～⑥の科目でも利用
予定です。

③ ④
⑤

⑥



PythonとRと科目間の関係性
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Rは、アグリバイオ設立当初（平成16年
度）から、多くの科目で利用してきたデー
タ解析環境です。Rをがっつり利用する
のは①と②です。興味ある方は、まずは
①を受講しておくことをお勧めします。

①

②



PythonとRと科目間の関係性
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タンパク質構造系はこちら。①「分子モデ
リングと分子シミュレーション」は、②「構
造バイオインフォマティクス基礎」をベー
スとしています。

②

①



PythonとRと科目間の関係性
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農学部といえばコレ！というのがフィー
ルドインフォマティクス系の講義。これら
4科目はまとめて受講することをお勧め

します。

②

③

④

①



PythonとRと科目間の関係性
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バイオインフォマティクスのステレオタイ
プなイメージの講義に近いのは、①～⑤
といえます。特に①～④は、ゲノム解析
系の内容が多く含まれます。

④

③

②
①

⑤
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事務局連絡先
◼ Webサイト

https://www.iu.a.u-tokyo.ac.jp/

◼事務局

メール: info@iu.a.u-tokyo.ac.jp

農学部２号館地下1階14-2号室
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お気軽にお問い合わせください。



東京大学農学部の交流の場

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQL
SeqbaQnamZLmZgRpgqqROZhtsbN1_qfWAS
7VPDyaUhn8-JJxw/viewform?usp=sf_link
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「東京大学農学部の交流の場」という農
学部全体のSlackがあり、この中にアグ
リバイオのチャンネルがあります。 アグ

リバイオ講義科目の質問対応は主にこ
のチャンネルで行います。g.ecc.u-

tokyo.ac.jpのアカウントをもつヒト（東大

関係者）限定です。受講希望科目開始
前までに、①のGoogleフォームから申し
込んでおいてください。
このURLは4/4の大学院ガイダンス時
にもZoomのチャット欄でお知らせ予定
ですが、info@iu.a.u-tokyo.ac.jp宛てに
問い合わせていただいても構いません。

①

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeqbaQnamZLmZgRpgqqROZhtsbN1_qfWAS7VPDyaUhn8-JJxw/viewform?usp=sf_link

